
A
　
能
登
半
島
地
震
で
は
イ
ン
フ

ラ
の
問
題
も
含
め
て
、
復
旧
が
遅

れ
た
。
宿
毛
市
で
の
復
旧
に
向
け

た
対
応
を
問
う
。

B
　
水
道
管
の
復
旧
に
つ
い
て
は

ど
う
し
て
も
長
期
浸
水
や
道
路
の

啓
開
が
終
わ
っ
た
後
に
な
る
。

　
水
道
管
の
復
旧
の
前
に
道
路
を

仮
設
な
ど
で
復
旧
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
本
市
だ
け
で
は
で
き

な
い
の
で
、
水
道
協
会
を
含
め
、

応
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

A
　
有
人
離
島
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
本
市
の
沖
の
島
地
区
、
鵜
来

島
地
区
は
地
理
的
に
孤
立
し
や
す

い
地
域
で
あ
り
、
大
規
模
災
害
時

の
電
源
、
水
の
確
保
は
最
も
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
特
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
電

力
供
給
の
脆
弱
性
か
ら
、
水
道
シ

ス
テ
ム
の
機
能
停
止
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
た
め
、
母
島
地
区

の
浄
水
施
設
に
は
自
家
発
電
装
置

を
設
置
す
る
と
と
も
に
危
機
管
理

課
と
合
わ
せ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
備
蓄
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
さ
ら
な
る
水
の
確
保
に
つ
い
て

は
本
市
の
他
の
地
域
と
同
様
に
、

被
害
の
な
か
っ
た
自
治
体
に
応
援

要
請
を
行
い
、
給
水
車
や
人
員
の

派
遣
な
ど
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

応
急
給
水
を
行
う
想
定
と
し
て
い

る
が
、
離
島
ま
で
の
水
の
供
給
に

つ
い
て
は
海
上
の
輸
送
と
な
り
、

他
の
地
区
以
上
に
海
上
保
安
署
や

自
衛
隊
な
ど
の
協
力
が
必
要
と
な

る
た
め
に
、
連
携
強
化
に
努
め
て

い
る
。

A
　
高
知
県
議
会
の
中
で
県
下
一

斉
に
調
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
現
況
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
県
に
問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ

ろ
、
令
和
３
年
度
に
県
下
の
全
体

的
な
戦
争
遺
跡
の
洗
い
出
し
を
終

え
、
そ
の
中
で
重
要
と
見
ら
れ
る

３０
か
所
の
遺
跡
に
つ
い
て
、
現
在
、

個
々
に
現
地
調
査
を
継
続
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
市
に
つ
い
て
も
令
和
４
年
度

に
鵜
来
島
の
砲
台
跡
と
宇
須
々
木

の
弾
薬
庫
跡
、
令
和
５
年
度
に
宇

須
々
木
の
格
納
倉
庫
跡
、
令
和
７

年
度
に
鵜
来
島
の
砲
台
跡
の
調
査

を
実
施
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。

　
今
後
、
調
査
が
終
了
し
た
後
、

保
存
に
関
す
る
調
査
が
開
始
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
地
権

者
や
地
元
の
方
々
か
ら
も
ご
意
見

を
い
た
だ
く
中
で
、
市
と
し
て
の

方
向
性
を
見
詰
め
て
行
き
た
い
。

A
　
自
治
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
現
状
と
課
題
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
自
治
会
補
助
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
金
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
補
助
金
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
。
課
題

は
住
民
の
高
齢
化
と
加
入
者
減
少
。

自
治
会
は
原
則
独
自
運
営
だ
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め
、

市
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

A
　
担
い
手
確
保
の
課
題
と
若
年

層
の
地
域
活
動
参
加
促
進
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る

担
い
手
不
足
が
深
刻
な
課
題
。
い

く
つ
か
の
自
治
会
で
は
祭
り
や
防

災
行
事
で
若
年
層
の
参
加
を
促
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
し
て

い
る
。
市
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
用
物

品
の
貸
出
し
や
自
主
防
災
組
織
へ

の
資
機
材
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

A
　
地
域
で
の
見
守
り
活
動
な
ど
、

社
会
的
孤
立
防
止
に
向
け
た
市
と

自
治
会
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、

孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
や
障
害
者
、

子
育
て
家
庭
に
見
守
り
活
動
を
行

い
、
地
域
と
市
役
所
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
担
い
手
不
足

に
よ
り
不
在
の
地
区
も
発
生
し
て

い
る
。
今
年
の
改
選
で
は
、
地
区

長
の
協
力
を
得
て
担
い
手
不
足
の

解
消
と
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

A
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
に

お
け
る
課
題
と
市
民
と
の
協
働
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
各
自
治
会
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
管
理
、
行
政
が
収
集
運

搬
を
担
う
協
働
は
重
要
。
し
か
し
、

高
齢
化
に
よ
り
管
理
の
負
担
増
加

や
ご
み
出
し
困
難
も
多
い
。
今
年

度
よ
り
ご
み
収
納
ボ
ッ
ク
ス
設
置

費
用
の
補
助
を
開
始
し
、
１
自
治

会
２
か
所
の
申
請
が
あ
る
。
ま
た
、

高
齢
者
等
の
戸
別
収
集
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
１５
名
が
利
用
。
社

会
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
は
行
政
の
み

な
ら
ず
市
民
の
地
域
活
動
と
の
協

働
が
不
可
欠
で
あ
る
。

A
　
自
治
会
以
外
の
地
域
活
動
団

体
の
把
握
状
況
と
市
民
参
加
促
進

の
工
夫
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
地
域
活
動
と
し
て
、
地
域
元

気
ク
ラ
ブ
１５
地
区
、
介
護
予
防
自

主
グ
ル
ー
プ
５０
地
区
、
老
人
ク
ラ

ブ
２２
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
い
き
い
き

サ
ロ
ン
や
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
予
防
自

主
グ
ル
ー
プ
に
は
伴
走
支
援
を
行

い
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
運
動
指

導
や
機
器
を
活
用
し
た
計
測
も
実

施
。
効
果
を
実
感
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
。

A
　
従
来
の
自
助
、
共
助
、
公
助

に
加
え
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
に
よ
る
創
助
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
地
域
課
題
解
決
の
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
民
間
活
力
の
活
用
例
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
幡
多

地
域
で
地
域
課
題
に
取
り
組
む
団

体
・
企
業
へ
資
金
や
資
源
を
提
供

し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
こ
の
よ

う
な
民
間
活
力
を
活
用
し
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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戦
争
遺
跡
に
つ
い
て

自
治
会
支
援
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
に

つ
い
て
　


